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- はじめに - - 1 0年を迎えて -
　当協会は、設立発起人７社にて登記し、初代会長として『畑中 孝治』氏が就任しスタートしました。設立に

あたっては、各方面からのアドバイスや情報収集、意見等を聞きながら進められ大変ご苦労があったものと

思います。

　そんな中、 当協会は設立２ヶ月後に、60年の歴史のある『一般社団法人 全国中小建設業協会』に加盟

し、力強いバックアップを得たことで、その後の活動や会員増強に弾みを付けることが出来ました。

　そんな矢先、設立８ヶ月後の３月11日東日本大震災があり、大津波により多くの尊い人命を失い大規模な

被害を受けました。そのような状況下において、会員は災害地域に赴き迅速に対応するなど、災害復旧・

復興に奔走して大きく貢献しました。 

　翌年には、災害復旧・復興に多大なる貢献したことで仙台市長と宮城県知事より感謝状を授与するなど、

設立して１年足らずの協会の存在が大きく評価されたものと思えます。

　東日本大震災の３月のその月に第1回目の決算を迎え、会員は33社に増えて順調な拡大を見せてきま

した。震災の翌月には、仙台市との防災協定、翌年には宮城県との防災協定を締結することができ、協会

として最大の目的は達成することが出来ました。ただ、協会が望んでいた内容とは乖離があり、今後の課題と

して、さらなる要望を働きかけていく必要があるものとなりました。

　本年度で10年を迎えましたが、まだ10年しか経っていません。この10年は、協会にとって通過点にしか

すぎず、これからが本当の協会としての組織力を高めていく時期と言えます。会員数も、2020年６月で97社と

なり、７月には、念願の三桁の100社に到達することが出来ました。これもひとえに会員各位の積極的な声

掛け、行動による結果の賜物と心から感謝申し上げます。この３桁台になったことは、協会としての存在が

より高まり、行動に弾みを付けていけるものと思えます。

　この10年の歩みを作成するにあたって振り返ると、当初の設立時の苦労はもちろん過去に経験したことが

ない災害が頻繁に起こっており、その災害復旧・復興に、数多くの建設業者が携わってきました。その中でも

末端に位置し現場で直接対応するのは中小建設業者であり、その存在は、なくてはならない必要不可欠な

業者と言えます。そのような会員の集まりである当協会は、地域に根付いた団体として、地位が高まっている

ものと思えます。

　この10年の節目をひとつの区切りとして、さらなる会員の増強を図り組織を拡大し、確固たる基盤を確立

することで、協会が強固で盤石な組織・体制へと繋がるものになると言えます。そのためには、会員一人ひとり

が意識の高揚を図り、積極的な行動・活動が必要になるものと思えます。

　当協会が、これから20年、30年、40年と歴史を創れるかどうかは、会員各位の強い意識と行動と結束力、

そして協会としての組織・体制づくりに係っています。 

　当協会のスローガンであります

『社会に奉仕する力強い地場産業を目指して ―地域の発展と安心のために―』
を掲げ、会員同士が一丸となり、今後のさらなる協会の発展を目指して行きます！！

　みやぎ中小建設業協会は、ここに設立10周年を迎えることができました。これ

もひとえに、関係各位の多くの皆様からの温かいご支援ご協力の賜物と心から

感謝と御礼を申し上げます。

　さて、バブル崩壊後の民間投資の冷え込みや政策による公共投資の抑制によ

り建設投資額は、ピーク時の84兆円から平成22年度には42兆円と大きく減少し

たことに加え、大手・中小建設業者の受注競争の激化により、建設業界は厳しい

環境になりました。また、建設産業政策大綱による『技術と経営に優れた企業が

生き残れる』時代となり、経営事項審査や品確法による総合評価方式において、

防災協定のある団体でなければ評価されない項目も含まれ、環境は一段と厳しさを増してきました。

　このような環境下において、地域社会のためにいかに中小建設業が永続できるかが課題でした。地域で

地道に努力している中小建設業者が、適正かつ公平な入札に参加し、受注の機会が出来るようになり健全

な発展を目指すため、平成22年７月８日に７社が発起人となり『一般社団法人 みやぎ中小建設業協会』を

設立しました。

　また、平成22年９月17日には全国中小建設業協会に加盟し、大きなバックアップを得ることが出来ました。 

　東日本大震災においては、仙台市並びに宮城県と締結した災害協定『災害時における被災住宅の応急修理

に関する協定書』に基づき、会員一丸となり災害復旧活動を行ったことで大きな評価を得ることができました。

　平成29年12月27日には、宮城県大河原土木事務所と新たな災害協定『土砂災害危険箇所の点検に関

する協定書』を締結したことは、全国的にも初めてであり、近年頻繁に発生する、かつて経験したことがない

自然災害に対応する災害協定のひとつとして、大いに貢献できる活動ではないかと思えます。 

　最後に、設立にあたり、ご理解とご協力ご指導いただきました宮城県議会議員 元議長 中山耕一様、

元仙台市議会議員副議長 日下富士夫様、国・宮城県・仙台市行政機関並びに全国中小建設業協会及び

会員各位、宮城県建築士事務所協会及び各種団体に深く感謝申し上げます。

　今後につきましては、志を持つ宮城県内の各地域の中小建設業者と意見交換や情報収集を行い、会員

増強を推進するとともに、地域社会に貢献できますよう会員同士協力して活動してまいります。

みやぎ中小建設業協会 会長

宮城　洋幸

中小建設業のための

経営・建設の技術研究 情報・資料の収集・提供

安全施工のための研究指導

法制・施策の調査・研究 地位向上のための建議陳情

地域貢献活動
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年月日 10年の歩み

平成22年
7.08
7.23
9.21

12.01

（2010）
　設立発起人７社にて登記。　※初代会長として『畑中 孝治』氏 就任。
　設立後、第１回目の理事会開催。（７名）　※初代事務局長として『泉川 邦夫』氏 就任。
　一般社団法人 全国中小建設業協会へ加入。 宮城支部として活動開始。
　第１回安全パトロール実施。

平成23年
2.18
3.11

3.31
4.01
4.21
5.20
5.24
6.10
9.09

（2011）            
　第１回新春懇親会の開催。（参加者 33会員40名）
　東日本大震災発生。 これまでに経験したことがない大津波に襲われ、大きな被害をもたらす。
　会員は、各災害地域に赴き、災害復旧に奔走し大きく貢献。
　設立後、第１回目の決算日。 会員数は33社。
　仙台市と防災協定『災害時における被災住宅の応急修理等に関する協定書』を締結。
　仙台市と河川管理者 宮城県仙台土木事務所との『みやぎスマイルリバー・プログラムに関する覚書』を締結。
　震災義援金として、宮城県へ2,000千円。
　震災義援金として、仙台市へ1,000千円。
　第１回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 48名）
　第１回スマイルリバー活動の実施。（参加者 29社54名）次年度以降、年２回実施。

平成24年
2. 9
2.14
2.21
3.11
3.31
6. 8
6.15

8.28
9.05
9.19
9.25

10.03
10.16
10.23
10.26
12.07

（2012）
　第２回新春懇親会の開催。（参加者 41会員55名）
　東日本大震災の復旧・復興に多大なる貢献したことで、宮城県知事より感謝状を授与。
　全中建視察団、被災地視察。 閖上・荒浜・蒲生地区。 国交省・東北地方整備局とともに総勢10名。 
　東日本大震災追悼式。 畑中会長他参列。 会場：仙台国際センター
　第２回目の決算日。 会員数は46社。 
　宮城県・第1回みやぎ復興住宅整備推進会議への参画開始。 次年度以降毎年出席。
　第２回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 48会員60名）
　青年部会設立。 10名のメンバーでスタート。　※初代部会長に『小野寺 徹』氏就任。
　東日本大震災の復旧・復興に多大なる貢献したことで、仙台市長より感謝状を授与。
　宮城県建築行政マネジメント計画推進協議会への参画開始。 次年度以降毎年出席。
　第１回献血活動の実施。（参加者 13社41名） 次年度以降、年２回実施。
　第１回安全大会の開催。（参加者 37社103名） 次年度以降、年１回６月に開催。
　愛知県土木研究会、被災地視察並びに交流会開催。 ７名来仙。
　沖縄県中小建設業協会、被災地視察並びに交流会開催。 ８名来仙。
　宮城県との『災害時における被災住宅の応急修理等に関する協定書』を締結。
　愛知県豊田市 豊田都市整備研究会、被災地視察並びに意見交換会開催。 総勢40名来仙。
　青年部会 第１回奉仕活動。 南三陸町・石巻市被災地の保育所・仮設商店街訪問し、クリスマスツリー等寄贈。
　次年度以降、毎年12月に被災地の保育所等を慰問訪問実施中。

平成25年
2.07
3.31
6.06

（2013）
　第３回新春懇親会の開催。（参加者 51会員67名）
　第３回目の決算日。 会員数は52社。
　第３回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 62名）　※畑中会長、全中建理事に就任。

沿　　革
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年月日 10年の歩み

平成25年

6.12

8.21

10.18

10.31

11.18

11.29

（2013）

　宮城県６.12総合防災訓練への参画開始。 次年度以降毎年参加。

　仙台市との『復旧・復興事業の円滑な推進に関する意見交換会』を開催。

　当協会設立後初の『平成25年度全中建・ブロック別意見交換会』を開催。

　第１回みや中建ゴルフコンペの開催。（参加者 22名）　次年度以降、毎年２回開催。

　全中建 横浜支部、被災地視察訪問。 29名で来仙。

　第１回みや中建ボウリング大会の開催。（参加者 34名）　次年度以降、毎年１回開催。

平成26年

2.04

3.31

4.01

6.03

7.15

（2014）            

　第４回新春懇親会の開催。（参加者 60会員83名）

　第４回目の決算日。 会員数は60社。

　２代目事務局長として、『高橋 満郎』氏 就任。

　第４回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 73名）

　２代目代表理事（会長）として、『宮城 洋幸』氏 就任。

　宮城県 土木部 事業管理課との意見交換会を実施。 33名の参加。

平成27年

2.05

3.31

6.02

7.01

7.08

10.28

11.01

11.12

11.30

（2015）

　第５回新春懇親会の開催。（参加者 80名）

　第５回目の決算日。 会員数は68社。

　第５回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 82名）

　２代目青年部会長として、『舩山 大介』氏 就任。

　３代目事務局長として、『櫻井 信』氏 就任。

　宮城県・第１回 新みやぎ建設産業プラン推進協議会への参画。 以後定例会として、宮城会長が出席。

　宮城県 土木部 事業管理課との意見交換会を実施。 18名出席。

　当協会の襟章200個作成。

　全中建・平成27年度全国ブロック別意見交換会を開催。 出席者、国交省他総勢24名。

　宮城県へ『大規模災害時における応急対策業務の応援に関する協定書』の要望書を提出も取上げられず。

平成28年

2.04

3.31

4.21

5.11

6.02

12.08

（2016）

第６回新春懇親会の開催。（参加者 86名）

第６回目の決算日。 会員数は72社。

仙台市 都市整備局 技術管理室との意見交換会・説明会の開催。 入札制度の改正について。 出席者２０名。

宮城県 土木部 事業管理課との意見交換会・説明会。 新みやぎ建設産業振興プランについて。 ２２名出席。

第６回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 90名）

定款の一部変更。 理事数12名→15名に増枠。

青年部会、熊本地震被災地（益城町）視察並びに熊本の保育所慰問クリスマスイベント実施。（参加者 １１名）

平成29年

2.02

2.10

3.31

（2017）

　宮城県・入札契約制度改正に伴う説明会・意見交換会。 土木部事業管理課・会員総勢15名出席。

　第７回新春懇親会の開催。（参加者 95名）

　仙台市・入札契約制度改正に伴う説明会・意見交換会。 技術管理室・会員総勢24名出席。

　第７回目の決算日。 会員数は70社。

沿　　革
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年月日 10年の歩み

平成29年
4.20
5.18
6.07

7.06
11.21
12.11
12.14
12.27

（2017）
　協会初の台湾視察研修旅行実施。（参加者 24名）
　全中建へ要望書提出。 全中建が『指定公共機関（災害基本法）』の指定を受けられるよう要請。
　第７回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 90名）
　３代目青年部会長として、『浅野 大輝』氏 就任。
　産業安全衛生宮城大会において、旭興業㈱が建災防の表彰を受賞。
　全中建・平成29年度全国ブロック別意見交換会を開催。 出席者、国交省他総勢26名。
　郡 和子 仙台市長を訪問。 中小建設業界の現状と支援を要請。 会長ほか６名で訪問。
　仙台市との防災協定に基づき、第１回仙台市との防災訓練を実施。 参加会員24社。
　宮城県大河原土木事務所との『土砂災害危険箇所の点検に関する協定書』を締結。

平成30年
2.01
2.22
3.07
3.31
6.06
7.03
7.09

11.16
12.04
12.18

（2018）            
　第８回新春懇親会の開催。（参加者 97名）
　青年部会の他団体との交流会。 宮城県産業廃棄物協会青年部との意見交換会開催。 当協会より８名参加。
　国会議事堂・防衛省視察。 当協会顧問の小野寺五典防衛大臣の計らいにより訪問。 総勢20名。
　第８回目の決算日。 会員数は75社。
　第８回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 91名）
　産業安全衛生宮城大会において、㈱ファインテックが建災防の表彰を受賞。
　村井宮城県知事表敬訪問並びに意見交換。 理事12名にて訪問。
　青年部会、全中建若手経営者部会出席並びに東京視察研修（豊洲ほか）を実施。（参加者 10名）
　仙台土木事務所へ『土砂災害危険個所の点検に関する協定書』締結要請依頼。 会長他８名で訪問。
　仙台市との防災協定に基づき、第２回仙台市との防災訓練を実施。 参加会員31社。

平成31年
2.06
2.08

2.21
3.31

（2019）
　第９回新春懇親会の開催。（参加者 100名）
　仙台土木事務所との『土砂災害危険個所の点検に関する協定書』締結要請について、宮城県土木部防災

砂防課と協議。 現況進展なし。 会長ほか４名出席。
　青年部会の他団体との交流会。 宮城県警備業協会青年部との意見交換会開催。 総勢18名。
　第９回目の決算日。 会員数は88社。

令和元年
5.01
6.05

6.07
7.04
8.31
9.25

10.12
11.03
11.09
11.15

　元号：平成から令和へ
　第９回定時社員総会・懇親会の開催。（参加者 91名）
　定款の一部変更。 理事数15名→20名に増枠。
　４代目青年部会長として、『湯山 大輔』氏 就任。
　全中建 理事として、畑中副会長から三浦副会長に交代就任。 協議員三浦副会長から菅谷理事に交代就任。
　産業安全衛生宮城大会において、㈱斎藤工務店が建災防の表彰を受賞。
　青年部会、第39回泉区民まつりに出展参加。
　スマイルリバー・サポーター功績者として、宮城県より感謝状授与。
　台風19号により、宮城県全般、特に丸森町・大郷町に甚大な被害発生。
　宮城県主催・第１回みやぎ建設ふれあいまつり開催。 当協会より、㈱光の解体重機とVR等を出展。
　第１回みや中建つり大会の開催。（参加者 15名）　次年度以降、毎年２回開催予定。
　青年部会、全中建若手経営者部会出席並びに東京視察研修を実施。（参加者 ９名）

沿　　革
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年月日 10年の歩み

令和元年

11.20

12.11

12.17

（2019）

　全中建・令和元年度全国ブロック別意見交換会を開催。 出席者、国交省他総勢31名。

　東京都中小建設業協会との災害応援に関する協定について意見交換会を開催。 当協会８名・都中建４名。

　青年部会・台風19号被災地丸森のこども園訪問。 クリスマスイベント活動。

　仙台市との防災協定に基づき、第３回仙台市との防災訓練を実施。 参加会員37社。

令和02年

2.03

2.06

3.31

4.24

6.30

7.15

（2020）            

　献血活動功績者として、仙台市より感謝状授与。

　第10回新春懇親会の開催。（参加者 100名）

　第10回目の決算日。 会員数は94社。

　新型コロナウイルスに伴い、宮城県と仙台市へ『マスク』各10,000枚づつ寄贈。 全会員へも配布。

　新型コロナウイルスに伴い、第10回定時社員総会は中止。 書面決議にて対応。

　７月現在の会員数は100社。　※３桁に到達。

沿　　革
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

平成22年（2010）10. 1

平成24年（2012） 1. 1
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

平成24年（2012） 9. 1 平成24年（2012）11. 1
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

平成25年（2013）11. 1 平成26年（2014）11. 1
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

平成27年（2015） 7. 1
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

平成27年（2015） 1. 1 平成29年（2017）12.28
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10年の歩み（全中建だより記事掲載）

沿　　革

令和２年（2020） 1. 1
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新聞記事掲載

沿　　革

令和２年（2020） 4.27
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新聞記事掲載

沿　　革

令和２年（2020） 7. 4
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- 社会に奉仕する力強い地場産業を目指して -

「地域の発展と安心のために」

2010
〔H22.7.8〕
設立発起人７社にて登記
※初代会長  畑中 孝治

2011
〔H23.3.31〕
会員数33社

2012
〔H24.3.31〕
会員数46社

〔H24.6.15〕
青年部会設立

〔H24.9.19〕
第１回献血活動

〔H25.10.18〕
第１回全中建ブロック別
意見交換会開催

〔H26.6.3〕
２代目会長『宮城 洋幸』就任

〔H24.10.23〕
宮城県と『災害時における被災住宅の
応急修理等に関する協定書』締結

〔H23.3.11〕
東日本大震災発生

〔H22.9.21〕
（一社）全国中小建設業協会へ加入
宮城支部として活動開始

〔H23.4.1〕
仙台市と『災害時における被災住宅の
応急修理等に関する協定書』締結

〔H23.4.21〕
『みやぎスマイルリバー・プログラムに
関する覚書』締結

〔H23.6.10〕
第１回定時社員総会・懇親会開催

〔H23.2.18〕
第１回新春懇親会開催

〔H22.12.1〕
第１回安全パトロール

2013
〔H25.3.31〕
会員数52社

2014
〔H26.3.31〕
会員数60社

2015
〔H27.3.31〕
会員数68社

〔H23.9.9〕
第１回スマイルリバー活動

〔H24.2.14〕
東日本大震災の復旧・復興に貢献
宮城県知事より感謝状授与

〔H24.8.28〕
東日本大震災の復旧・復興に貢献
仙台市長より感謝状授与

〔H26.7.15〕
宮城県土木部事業管理課と
意見交換会
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〔H23.6.10〕
第１回定時社員総会・懇親会開催

〔H23.2.18〕
第１回新春懇親会開催

〔H22.12.1〕
第１回安全パトロール

2013
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会員数52社

2014
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会員数60社

2015
〔H27.3.31〕
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第１回スマイルリバー活動
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東日本大震災の復旧・復興に貢献
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〔H27.11.12〕
第２回全中建ブロック別
意見交換会開催

〔R1.9.25〕
スマイルリバー・サポーター功績者として
宮城県より感謝状授与

〔R2.2.3〕
献血活動功績者として
仙台市より感謝状授与

〔R1.10.12〕
台風19号により、宮城県全般（特に丸森町・大郷町）に
甚大な被害発生

〔R1.12.11〕
青年部会、丸森のこども園慰問
クリスマスイベント活動

2016
〔H28.3.31〕
会員数72社

2017
〔H29.3.31〕
会員数70社

2018
〔H30.3.31〕
会員数75社

2020
〔R2.3.31〕
会員数94社

2019
〔H31.3.31〕
会員数88社

〔2019.5.1〕
元号：平成から令和へ

〔H27.11.30〕
宮城県へ『大規模災害時における
応急対策業務の応援に関する協定書』の
要望書を提出

〔H27.10.28〕
宮城県土木部事業管理課と意見交換会

〔H28.5.11〕
宮城県土木部事業管理課と
意見交換会

〔H29.2.10〕
仙台市技術管理室と
意見交換会

〔H28.4.21〕
仙台市都市整備局技術管理室と
意見交換会

〔R2.4.24〕
宮城県・仙台市へ
各10,000枚づつマスク寄贈

〔R2.7.15〕
会員数100社
※３桁に到達

〔H29.11.21〕
第３回全中建ブロック別
意見交換会開催

〔R1.11.20〕
第４回全中建ブロック別
意見交換会開催

〔H29.12.27〕
大河原土木事務所と
『土砂災害危険箇所の点検に
関する協定書』締結

〔H29.12.11〕
郡 和子仙台市長訪問

〔H30.7.9〕
村井 嘉浩宮城県知事訪問

〔H30.3.7〕
国会議事堂・防衛省視察

〔H29.12.14〕
第１回仙台市との防災訓練
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一般社団法人 みやぎ中小建設業協会
一般社団法人 全国中小建設業協会 宮城支部

10年の
歩み

一般社団法人みやぎ中小建設業協会


